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　ＣＳＲ（企業の社会的責任）にもとる企業スキャンダルが跡を絶ちません。ＣＳＲの「貫
徹」を企業の永続的（サステナブル）な発展を遂げるための前向きの投資であるととら
えた取り組みが求められています。�
　当行には、「自分にきびしく　人には親切　社会につくす」という「行是」（社訓）
があります。近江商人が築き上げた経営哲学である「三方よし」（売り手よし　買い
手よし　世間よし）の精神を受け継いだものであり、私たちが永久に堅持すべき哲
学であります。�
　今般、当行は高度なリスク管理の国際的基準である「バーゼルⅡ」の「基礎的内部
格付手法」（ＦＩＲＢ）に合格した機会をとらえ、「行是」のもとに「ＣＳＲ憲章（経営理念）」
と「滋賀銀行の行動規範」を制定しました。�
　具体的には、「ＣＳＲ」を追求するうえでのトリプル・ボトムラインである①「地域社会」
②「役職員」③「地球環境｣との「共存共栄」を多角的に追求し、「自己責任原則に
基づく独自経営」を「貫徹」するとの決意を新たにしたものであります。�
　さて2007年2月、気候変動に関する政府間パネル（ＩＰＣＣ）の第4次報告書が公表さ
れました。20世紀後半以後の地球温暖化の原因は、「人間の活動によって、空気中に
放出された二酸化炭素などの温室効果ガスが増えたことにある」と断定しています。そし
て、いま必要な手だてを講じない限り、何億人もの人たちが飢餓、飲料水不足、沿岸洪
水等の犠牲になるとの警告を発しました。これを受けて、先のハイリゲンダム・サミットでは、
地球温暖化防止に向けた主要国の足並みが揃う方向に漸く一歩が踏み出されました。�
　滋賀銀行グループは過去の延長線上ではなく、新しい発想に立った「環境経営」
の充実に“挑戦”してまいります。具体的には、この春よりスタートした新世紀第3次長
期経営計画で、「地球温暖化ガス（ＣＯ2）排出量の6％削減」目標を掲げ（第2次長期
経営計画では9．94％の削減を達成）、ＰＬＢ資金やエコ＆耐震住宅ローンの推進に加
え、環境対応型金融商品「カーボンニュートラルローン　未来よし」の提供など、地域社
会の環境保全への取り組みを支援する活動を展開してまいります。�
　今後とも、環境保全を主軸とするＣＳＲを経営の要諦と位置づけ、持続可能な社会
の実現に貢献してまいります。�
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